学術抄録の書き方
--学会発表を前提に--

· 日本太郎、曙　花子、京　都1）
帝都大学付属病院・ME管理科、1）同・帝都大学医学部血管外科
第一研究代表者、第二研究代表者の順に記述する。発表者名の文頭に「○」を付け、半角あける。
フォントは日本語、アルファベット、数字ともに「MS明朝」、文字の大きさは「10.5Pt」です。日本語は全角文字、アルファベットと数字は半角文字とする。

【目的】どうしてこの研究に至ったかなどの背景や理由を簡潔に記述する。
【対象】研究に使用した検体、被験者、調査対象の概要を記述する。サンプルの抽出の仕方、実験設定への配置なども述べる。症例比較では、集団の構成数、男女数、年齢等を明らかにする。臨床研究の場合は、患者の書面同意を得たことも記述する。
【方法】実験の場合は、実験方法を記述する。標準化された方法の場合は、簡潔に記載する。調査の場合は、調査票や調査方法の説明をする。研究結果の信頼性や妥当性について確信を与えるよう記述する。データを評価するためのデータ分析方法や統計処理方法も加える。
【結果】結果のみを客観的に記述する。集計した素データと統計処理したデータの要約を記す。まず、研究上の新しい結果や発見などを短く記述する。そして、それを裏づけするデータ、すなわち標本数、平均値、分散（標準偏差）、有意差を付け加える。
【考察】結果がどのような意味を持つのか、それがどのような影響をもたらすのかなどの知見を述べる。得られた知見が既に行われた研究とどのような共通点や相違点があるのかも紹介し、結果を何らかの根拠を基にして議論を展開する。
【結論】研究成果を簡潔にまとめる。抄録は会誌に掲載され、またデータベース化されて残る。発表予告のような書き方しないで、発表として完結した文章として記述する。

タイトルは読者がわかりやすいように簡潔に記載する。副題は出来るだけ付けない方がよい。付ける場合は副題の前後に半角の「ダブルハイフン」をつける。フォントは日本語、アルファベット、数字ともに「MS明朝」、文字の大きさは「12Pt」です。日本語は全角文字、アルファベットと数字は半角文字とする。原則として商品名やメーカー名を書かない。

タイトルと氏名・所属は一行あける。

研究代表者、第二研究代表者の順に記述する。発表者名の文頭に「○」を付け、半角あける。
フォントは日本語、アルファベット、数字ともに「MS明朝」、文字の大きさは「12Pt」です。日本語は全角文字、アルファベットと数字は半角文字とする。

氏名・所属と本文は一行あける。

抄録は、【目的】、【対象】、【方法】、【結果】、【考察】、【結論】のそれぞれのタイトルを必ず明記してから記述する。それぞれのタイトルは抄録内容によって変更してもよいが、常識的な構成を逸脱しないよう注意する。
単位の標記は、本医学会の投稿規程に従ってください。
フォントは日本語、アルファベット、数字ともに「MS明朝」、文字の大きさは「12Pt」です。日本語は全角文字、アルファベットと数字は半角文字とする。
文章の長さは、１ページに収まるように調整してください。
次のページにテンプレートがあります。記載後このページは削除(消去)して下さい。
抄録作成後の保存ファイルの名称は、発表者名で保存してください。
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